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"Wakai" is one of the representative works of Shiga. This text has been read as a 
story kin, immediate family of the conventional.This paper focus on the narrative of 
the work in this paper and wish to re-captured this novel. 
A result of the discussion, it can be seen that the history of discord with his father 
also being drawn into the work, it is focused in <mood>, it is oriented towards 
naturalness of <mood> have also been presented. "Wakai" is in the form of how 
Shiga's proprietary completed within the framework of the I novel of Japan.  
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   「よろしい。それで？お前の云ふ意味はお祖母さんが御丈夫な内だけの
話か、それとも永久にの心算で云つてゐるのか」と父が云つた。 
   「それは今お父さんにお会ひするまでは永久にの気ではありませんでし
た。お祖母さんが御丈夫な間だけ自由に出入りを許して頂ければよかつた
んです。然しそれ以上の事が真から望めるなら理想的な事です」と自分は
                                                          








   「さうか」と父が云つた。父は口を堅く結んで眼に涙を溜めてゐた。 




























                                                          
21 同前掲山田有策「『和解』の構造」P80 




































































                                                          
22 小田切秀雄(1958)「私小説・心境小説」『岩波講座日本文学史 第12巻』岩波書店P38 
































                                                          
23 『志賀直哉全集 第8巻』岩波書店P109 

































本論文於 2014 年 10 月 15 到稿，2014 年 12 月 30 日通過審查 
引用書目 
『志賀直哉全集 第 2 巻』（1973）岩波書店 










―」『国文学解釈と教材の研究』第 15 巻 16号 
国松昭(1977)「志賀直哉における「和解」」（『東京外国語大学論集』第 27号 
亀井雅司(1978)「『和解』の構造」『論集 日本文学・日本語』第 5号 
『一冊の講座』編集部編(1982)『一冊の講座 志賀直哉』有精堂出版 
山田有策(1982)「『和解』の構造」『一冊の講座・志賀直哉』有精堂 
本多秋五(1984)「晩拾志賀直哉（九）―『和解』の成立」『群像』第 39巻 9 
号 
西垣  勤(1986)「和解」（三好行雄編『日本の近代小説Ⅰ』東京大学出版会 
関谷一郎(1987)「『和解』論の前提」『国文学解釈と鑑賞』第 52巻 1号 
山口幸祐(1987)「志賀直哉『和解』―＜鎮魂＞のモチーフによる試論―」『富
山大学人文学部紀要』第 12 号 
清水康次(1988)「『和解』の構成」『女子大文学. 國文篇: 大阪女子大學紀要』 
第 39 号 
紅野謙介(1990)「家族をめぐる物語―志賀直哉の短編を読む」『月刊国語教育』 
第 10 巻 8号 
紅野謙介(1990)「小説をめぐる小説―志賀直哉『和解』を読む」『月刊国語教 





    堂出版 
町田 栄編(1992)『日本文学研究大成 志賀直哉』国書刊行会 
中原 豊(1993)「『和解』の時間」『山口国文』第 16号 
池内輝雄(1994)「志賀直哉『和解』における語り手の意識構造―＜母＞＜義 




澤宮  優(1995)「「和解」ノート―志賀直哉の自然観を中心に―」『論究』第 
42 号 
大野亮司(1997)「“我等の時代の作家”―「和解」前後の志賀直哉イメージ」 
   『立教大学日本文学』第 78 号 
高口智史(1997)「『和解』論」（『近代文学研究』第 15号） 
水洞幸夫(1998)「志賀直哉の「和解」論―墓地に眠る三人と言葉―」『金沢大




代文学試論』第 37 号 
鈴木登美(2000)『語られた自己 日本近代の私小説言説』岩波書店 
高田知波(2002)「統治力としての呼称―志賀直哉『和解』のジェンダー構成 




    意味―」『十文字国文』第 9号 
梅澤亜由美(2012)『私小説の技法 「私」語りの百年史』勉誠出版 
山崎正純(2013)『文学的身体と歴史』文化科学高等研究院出版局 
 
 
 
 
 
 
 
